
色
いろ

絵
え

杜
かき

若
つばた

文
もん

三
みつ

足
あし

付
つき

皿
ざら

全国へ行くのは俺たちだ！（全日本少年サッカー佐賀県大会（ＦＣ伊万里対大坪少年）、鳥栖スタジアム、6月13日）全国へ行くのは俺たちだ！（全日本少年サッカー佐賀県大会（ＦＣ伊万里対大坪少年）、鳥栖スタジアム、6月13日）全国へ行くのは俺たちだ！（全日本少年サッカー佐賀県大会（ＦＣ伊万里対大坪少年）、鳥栖スタジアム、6月13日）全国へ行くのは俺たちだ！（全日本少年サッカー佐賀県大会（ＦＣ伊万里対大坪少年）、鳥栖スタジアム、6月13日）全国へ行くのは俺たちだ！（全日本少年サッカー佐賀県大会（ＦＣ伊万里対大坪少年）、鳥栖スタジアム、6月13日）全国へ行くのは俺たちだ！（全日本少年サッカー佐賀県大会（ＦＣ伊万里対大坪少年）、鳥栖スタジアム、6月13日）全国へ行くのは俺たちだ！（全日本少年サッカー佐賀県大会（ＦＣ伊万里対大坪少年）、鳥栖スタジアム、6月13日）全国へ行くのは俺たちだ！（全日本少年サッカー佐賀県大会（ＦＣ伊万里対大坪少年）、鳥栖スタジアム、6月13日）全国へ行くのは俺たちだ！（全日本少年サッカー佐賀県大会（ＦＣ伊万里対大坪少年）、鳥栖スタジアム、6月13日）全国へ行くのは俺たちだ！（全日本少年サッカー佐賀県大会（ＦＣ伊万里対大坪少年）、鳥栖スタジアム、6月13日）全国へ行くのは俺たちだ！（全日本少年サッカー佐賀県大会（ＦＣ伊万里対大坪少年）、鳥栖スタジアム、6月13日）全国へ行くのは俺たちだ！（全日本少年サッカー佐賀県大会（ＦＣ伊万里対大坪少年）、鳥栖スタジアム、6月13日）全国へ行くのは俺たちだ！（全日本少年サッカー佐賀県大会（ＦＣ伊万里対大坪少年）、鳥栖スタジアム、6月13日）全国へ行くのは俺たちだ！（全日本少年サッカー佐賀県大会（ＦＣ伊万里対大坪少年）、鳥栖スタジアム、6月13日）全国へ行くのは俺たちだ！（全日本少年サッカー佐賀県大会（ＦＣ伊万里対大坪少年）、鳥栖スタジアム、6月13日）全国へ行くのは俺たちだ！（全日本少年サッカー佐賀県大会（ＦＣ伊万里対大坪少年）、鳥栖スタジアム、6月13日）全国へ行くのは俺たちだ！（全日本少年サッカー佐賀県大会（ＦＣ伊万里対大坪少年）、鳥栖スタジアム、6月13日）

特集 地産地消に取り組む……………
インフォメーション伊万里……………
教育と文化………………………………
みんなの広場……………………………
ほがらかページ…………………………
スポーツ…………………………………
くらしのチャンネル……………………
お便り……………………………………

広報

宣言しま
す！

さわやか
市政宣言しま

す！

さわやか
市政

２
８
13
14
16
18
22
24

今月の主な内容

2004
(平成16年)

７
NO.605

鍋島 1670～1680年代
高さ 5.2 口径27.7 底径 17.7cm
伊万里市重要文化財

P13：郷土の文化財（将軍や大名
が愛した器たち）に掲載

広報
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地
産
地
消
に
取
り
組
む

輸
送
手
段
と
情
報
通
信
技
術
の
急
速
な
進
歩

や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
農
産
物
流
通
の
搬
送
時

間
を
短
縮
し
、
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
各
地
か

ら
農
産
物
を
迅
速
に
消
費
者
の
食
卓
に
届
け
る

こ
と
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、

Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
や
牛
肉
を
は
じ
め
と
し
た
農
林
水

産
物
の
原
産
地
偽
装
表
示
問
題
な
ど
が
生
じ
、

『
食
』
の
安
全
性
に
つ
い
て
の
国
民
の
関
心
と

不
安
・
不
信
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

農
産
物
の
流
れ
が
、
生
産
者
か
ら
消
費
者
へ

の
一
方
通
行
に
と
ど
ま
り
、
ま
た
、
流
通
形
態

が
複
雑
化
す
る
中
で
、
生
産
者
か
ら
の
情
報
や

消
費
者
か
ら
の
反
応
・
要
望
が
互
い
に
伝
わ
ら

な
い
『
顔
の
見
え
な
い
関
係
』
が
続
い
て
い
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
両
者
の
距
離
を
拡
大
さ

せ
『
食
』
の
安
全
性
へ
の
不
安
・
不
信
に
つ
な

が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
産
物
の
豊
富
な
伊
万
里
市
で
も
、
多
様
な

外
国
産
農
産
物
が
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
店
頭
に
出

回
っ
て
お
り
、『
食
』
と
『
農
』
の
距
離
が
拡

大
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
消
費
者
と
生
産
者
と
の
距
離
を
短

縮
し
『
互
い
に
顔
の
見
え
る
関
係
』
と
な
る
た

め
、
お
互
い
が
情
報
交
換
で
き
る
よ
う
な
生

産
・
流
通
体
制
の
確
立
や
『
食
』
と
『
農
』
の

関
係
を
考
え
直
す
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
つ
の
手
立
て
が
『
地
産
地
消
』
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
地
産
地
消
』
と
は
、
文
字
ど
お
り
『
地
域
で

生
産
さ
れ
た
農
産
物
を
、
そ
の
地
域
で
消
費
す

特

集

地
産
地
消
の
取
り
組
み
が
始
ま
る

『
食
』
と
『
農
』
の
距
離
の
拡
大
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る
（
食
す
る
）』
と
い
う
意
味
で
す
。

こ
の
取
り
組
み
で
は
、
生
産
者
の
顔
が
見
え

る
形
で
『
食
』
を
提
供
し
、
生
産
者
と
消
費
者

が
直
接
交
流
・
対
話
す
る
た
め
『
食
』
と
『
農
』

の
結
び
つ
き
が
強
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
消
費
者
に
地
域
農
作
物
の
理
解
や
愛

着
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
場
産
業
の
生

産
・
消
費
が
活
発
化
し
、
地
域
活
性
化
の
大
き

な
柱
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
密
接
に
対
応
し
た
生
産
を

す
る
こ
と
で
、
大
消
費
地
へ
の
出
荷
や
都
市
部

か
ら
の
消
費
者
層
の
呼
び
込
み
な
ど
を
も
た
ら

す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
、
市
内
で
は
幅
広
い
世
代
の
市
民
が
『
農
』

に
つ
い
て
『
食
』
に
つ
い
て
『
地
産
地
消
』
に

つ
い
て
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
で
も
次
の
４

つ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

わたしたちが生まれ育った環境と自然から
採れた農作物を見直してみませんか

わたしたちが生まれ育った環境と自然から
採れた農作物を見直してみませんか
わたしたちが生まれ育った環境と自然から
採れた農作物を見直してみませんか
わたしたちが生まれ育った環境と自然から
採れた農作物を見直してみませんか
わたしたちが生まれ育った環境と自然から
採れた農作物を見直してみませんか
わたしたちが生まれ育った環境と自然から
採れた農作物を見直してみませんか
わたしたちが生まれ育った環境と自然から
採れた農作物を見直してみませんか
わたしたちが生まれ育った環境と自然から
採れた農作物を見直してみませんか
わたしたちが生まれ育った環境と自然から
採れた農作物を見直してみませんか
わたしたちが生まれ育った環境と自然から
採れた農作物を見直してみませんか
わたしたちが生まれ育った環境と自然から
採れた農作物を見直してみませんか
わたしたちが生まれ育った環境と自然から
採れた農作物を見直してみませんか
わたしたちが生まれ育った環境と自然から
採れた農作物を見直してみませんか
わたしたちが生まれ育った環境と自然から
採れた農作物を見直してみませんか

わたしたちが生まれ育った環境と自然から
採れた農作物を見直してみませんか

わたしたちが生まれ育った環境と自然から
採れた農作物を見直してみませんか
わたしたちが生まれ育った環境と自然から
採れた農作物を見直してみませんか

特集 地産地消に取り組む

佐賀県『オンリ－ワン』の
さが体験活動支援事業

伊万里中学校

佐賀県『田んぼの学校』支援事業

黒川小学校

夢2コメＣＯＭＥ塾

伊万里農林高校

伊万里市事業『畑の中のレストラン』

一般消費者
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行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
回
目
の
６
月

11
日
に
は
農
業
に
関
す
る
授
業
の
ほ
か
、

泥
ん
こ
遊
び
、
代
か
き
を
行
い
ま
し
た
。

『
田
ん
ぼ
の
学
校
』
で
は
、
農
業
の
体
験

を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
時
期
の
水

田
の
状
況
や
農
作
業
の
役
割
な
ど
も
学
習

し
ま
す
。
今
回
は
、
森
戸
吉
昭
さ
ん
が
土

と
稲
と
の
関
係
や
水
田
に
集
ま
る
生
物
に

つ
い
て
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
森
戸
さ
ん

は
黒
川
小
学
校
の
元
校
長
先
生
。
わ
か
り

や
す
く
、
興
味
を
引
く
内
容
で
子
ど
も
た

ち
の
心
を
つ
か
み
、
子
ど
も
た
ち
も
先
生

の
質
問
に
積
極
的
に
答
え
、
教
室
は
活
気

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

教
室
で
の
学
習
が
終
る
と
、
待
ち
に
待

っ
た
泥
ん
こ
遊
び
。
子
ど
も
た
ち
は
水
着

に
着
替
え
、
学
習
田
に
向
か
い
ま
し
た
。

実
行
委
員
か
ら
競
技
の
説
明
が
行
わ

れ
、
早
速
競
技
開
始
。
最
初
の
競
技
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
で
は
、
で
き
る
だ
け
汚
れ
な
い

農
村
に
は
、
古
く
か
ら
農
業
の
営
み
の

中
で
形
作
ら
れ
て
き
た
水
田
や
農
業
用
水

路
、
た
め
池
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
然

環
境
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『
田
ん
ぼ
の
学
校
』
で
は
、
こ
れ
ら
を
遊

び
と
学
び
の
場
と
し
て
活
用
し
、
農
業
・

農
村
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
（
洪
水
防
止
、

水
源
涵か

ん

養
、
安
ら
ぎ
機
能
な
ど
）
の
発
見

を
通
し
て
、
環
境
に
対
す
る
豊
か
な
感
性

と
見
識
を
持
つ
子
ど
も
を
養
成
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
田
植
え
や

稲
刈
り
な
ど
の
農
業
体
験
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
収
穫
の
喜
び
や
米
に
対
す
る
愛
着

を
深
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
毎
年
県
内
で
12
校
が
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
年
市
内
で
は
黒
川
小

学
校
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

黒
川
小
学
校
で
は
、
５
年
１
組
38
人
が

全
11
回
の
予
定
で
学
習
に
取
り
組
み
ま

す
。
各
回
の
活
動
計
画
は
、
子
ど
も
た
ち

が
実
行
委
員
と
な
り
交
代
で
計
画
。
司
会

進
行
か
ら
作
業
の
手
伝
い
ま
で
、
子
ど
も

た
ち
は
毎
回
実
行
委
員
の
指
示
に
従
っ
て

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
の
入
口
に
あ
る
７
㌃
の
水
田
を
学

習
田
と
し
、
校
長
に
は
地
元
の
吉
田
健
一

さ
ん
を
迎
え
、
５
月
21
日
に
は
開
校
式
を

よ
う
に
逃
げ
回
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
フ
ラ
ッ
グ
レ
ー
ス
や
ム
カ
デ
競
走
な

ど
競
技
が
進
む
う
ち
に
、
子
ど
も
た
ち
は

田
ん
ぼ
に
す
っ
か
り
慣
れ
て
全
身
泥
ん
こ

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
６
月
中
に

田
植
え
を
行
い
、
稲
刈
り
や
も
み
す
り
、

収
穫
祭
な
ど
を
体
験
し
、
そ
の
間
に
農
業

用
水
の
構
造
や
棚
田
の
役
割
な
ど
も
学
習

し
て
い
く
予
定
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

水
田
を
中
心
と
し
た
農
作
業
体
験
を
年
間

を
通
し
て
行
い
、
農
業
や
環
境
、
自
然
に

つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
き
ま
す
。

田
ん
ぼ
に
は
い
ろ
ん
な
生
物
が
い

ま
す
。
そ
ん
な
田
ん
ぼ
で
遊
ん
で
い

る
と
楽
し
く
な
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
と

田
ん
ぼ
が
か
わ
い
く
な
っ
て
き
ま

す
。
愛
着
が
わ
き
ま
す
よ
。

森戸吉昭さん

泥
ん
こ
競
技
に
熱
中

『
遊
び
』
と
『
学
び
』
の
場
所

い
よ
い
よ
授
業
ス
タ
ー
ト
！

こ
れ
か
ら
の
学
習

佐
賀
県
『
田
ん
ぼ
の
学
校
』
支
援
事
業

農
業
体
験
か
ら
学
ぶ

第２回田んぼの学校の先生

第
２
回
田
ん
ぼ
の
学
校
実
行
委
員
会

（上段左から）杵嶋綾音さん、梶原彩香
さん、前田玲奈さん
（下段左から）金子公也くん、井手大晴
くん、前田雅和くん

田
ん
ぼ
で
泥
ん
こ
に
な
っ
て
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
実
行
委
員
は
交
代
し
ま

す
が
、
次
回
も
楽
し
く
や
っ
て
い
き
ま
す
。

早
く
自
然
と
友
だ
ち
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
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佐
賀
県
は
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
農

林
水
産
業
や
窯
業
な
ど
地
場
産
業
が
盛
ん

で
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
こ
れ
ら

佐
賀
の
地
場
産
業
に
つ
い
て
理
解
が
不
足

し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
佐
賀
の
よ
さ
を
生
か
し
た
地

場
産
業
体
験
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
の
郷
土
へ
の
理
解
や
愛
着
を
深

め
、
誇
り
に
思
う
気
持
ち
を
育
て
よ
う
と

今
年
度
初
め
て
実
施
さ
れ
る
事
業
が
『
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
』
の
さ
が
体
験
活
動
支
援
事

業
で
す
。
こ
れ
は
、
現
在
県
内
す
べ
て
の

小
中
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

伊
万
里
中
学
校
で
は
、
１
年
生
５
学
級

１
７
７
人
が
『
伊
万
里
の
農
業
を
見
つ
め

よ
う
』
〜
地
産
地
消
の
す
す
め
〜
を
テ
ー

マ
に
、
３
つ
の
目
標
を
持
っ
て
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
地
産
地
消
の
考
え
方
や
取
り
組
み
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
自
ら
が
学

び
考
え
る
こ
と
を
身
に
つ
け
る

②
地
域
に
お
け
る
体
験
や
人
々
と
の
交
流

を
通
し
て
、
問
題
解
決
や
探
究
活
動
に

主
体
的
、
創
造
的
に
取
り
組
む
態
度
を

育
て
る

③
地
産
地
消
を
進
め
る
こ
と
を
通
し
て
、

地
域
の
農
業
を
大
切
に
し
、
身
近
な
地

域
の
環
境
を
守
ろ
う
と
す
る
態
度
を
育

て
る

学
習
計
画
で
は
、
市
場
調
査
や
消
費
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
生
産
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
な
ど
を
実
施
し
、
地
産
地
消
の
あ

り
方
を
考
え
、
自
分
た
ち
の
『
地
産
地
消
』

を
提
案
し
ま
す
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
地
域
の
人
々
に
地

産
地
消
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す
。

６
月
11
日
、
こ
の
学
習
計
画
を
進
め
る

た
め
、
生
徒
た
ち
は
事
前
に
地
域
の
野
菜

や
果
樹
生
産
の
状
況
、
流
通
の
実
態
に
つ

い
て
知
ろ
う
と
関
係
施
設
の
見
学
や
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
見
学
先
は
、
伊
万
里
青

果
市
場
、
市
内
野
菜
直
売
所
、
Ｊ
Ａ
野
菜

集
荷
セ
ン
タ
ー
な
ど
。
生
徒
た
ち
は
、
市

場
に
出
回
っ
て
い
る
伊
万
里
産
の
野
菜
の

種
類
や
価
格
、
生
産
地
、
流
通
経
路
な
ど

を
現
場
で
確
認
し
、
担
当
者
の
説
明
を
真

剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
質
問
も
行
い
、
ノ
ー
ト
に
は
び
っ
し
り

と
調
査
結
果
を
書
き
と
め
て
い
ま
し
た
。

県内には12か所の青果市場があり、伊万
里地区はここだけです。現在、伊万里産の
取り扱いは約３分の１。中学生に施設を見
学してもらって、市場や農業について大い
に興味を持って学習してもらいたいですね。

伊
万
里
青
果
市
場

代
表
取
締
役

幸
松

清
晴
さ
ん

T
伊
万
里
梅
の
セ
リ
の
も
よ

う
（
青
果
市
場
）

坂平 汐里さん

青
果
市
場
で
セ
リ
を

初
め
て
み
ま
し
た
。
全

国
か
ら
野
菜
や
果
物
が

集
ま
っ
て
来
て
い
る
の

に
び
っ
く
り
。
も
っ
と

伊
万
里
産
を
増
や
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

郷
土
を
知
り
、
郷
土
を
愛
す
る

地
産
地
消
を
テ
ー
マ
に

自
分
た
ち
の
地
産
地
消
を
提
案 伊

万
里
産
の
農
作
物
の
出

荷
状
況
を
見
学
（
Ｊ
Ａ
野
菜

集
荷
セ
ン
タ
ー
）

P

特集 地産地消に取り組む

佐
賀
県
『
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
』
の
さ
が
体
験
活
動
支
援
事
業

伊
万
里
の
農
業
を
見
つ
め
よ
う



IMARI 6

『
２

夢
コ
メ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
塾
』
は
、
川
内
野
コ

メ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
倶
楽
部
と
伊
万
里
農
林
高
校

の
生
徒
と
の
共
同
事
業
で
す
。
農
家
の
智

恵
と
技
、
高
校
生
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し

て
、
黒
米
を
使
っ
た
新
し
い
料
理
や
加
工

品
の
開
発
を
行
お
う
と
、
両
者
が
黒
米
の

栽
培
（
田
植
え
、
田
の
草
取
り
、
水
管
理
、

収
穫
）
か
ら
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

６
月
12
日
、
滝
野
地
区
活
性
化
セ
ン
タ

ー
『
夢
耕
房
た
き
の
』
に
集
ま
っ
た
農
林

高
校
生
９
人
は
、
地
元
中
学
生
の
協
力
を

受
け
黒
米
の
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

田
植
え
の
指
導
は
、
川
内
野
コ
メ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
Ｅ
倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
７
人
。
約
10
㌃

の
水
田
に
黒
米
の
苗
を
一
つ
一
つ
手
で
植

え
て
い
き
ま
し
た
。
初
め
て
田
植
え
を
し

年
間
を
通
し
て
黒
米
を
研
究
し
ま
す
。

農
林
高
校
で
は
初
め
て
地
元
で
栽
培
か

ら
生
産
を
行
い
、
加
工
や
製
品
開
発
を

め
ざ
し
ま
す
。

地
元
で
と
れ
た
も
の
を
生
か
し
て
、

家
庭
で
も
簡
単
に
で
き
る
よ
う
な
製
品

な
ど
を
開
発
し
、
地
産
地
消
を
促
進
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

食品化学科３年
鳥井 秀作さん

川内野コメＣＯＭＥ倶楽部
代表 鴨川 幸司さん

川内野コメＣＯＭＥ倶楽部は、
子どもたちや消費者との交流イベ
ントとして『農業体験スクール』
や『夢の市』などを開催し、川内
野の自然や農産物を生かした地域
おこしに取り組んでいます。
何ごとも自分たちの手で体験す

ることが大事だと思いますので、
今回の高校生の取り組みは非常に
いいことだと思います。この事業
で、高校生といっしょに黒米の新
しい製品が開発できればうれしい
ですね。

産
学
の
連
携
で
め
ざ
す
も
の

昔
な
が
ら
の
田
植
え
に
挑
戦

黒
米
づ
く
し
で
意
見
交
流
会

黒米料理の説明をする夢耕房農産加
工グループ代表川久保国緒さん
黒米料理の説明をする夢耕房農産加
工グループ代表川久保国緒さん
黒米料理の説明をする夢耕房農産加
工グループ代表川久保国緒さん
黒米料理の説明をする夢耕房農産加
工グループ代表川久保国緒さん
黒米料理の説明をする夢耕房農産加
工グループ代表川久保国緒さん
黒米料理の説明をする夢耕房農産加
工グループ代表川久保国緒さん
黒米料理の説明をする夢耕房農産加
工グループ代表川久保国緒さん
黒米料理の説明をする夢耕房農産加
工グループ代表川久保国緒さん
黒米料理の説明をする夢耕房農産加
工グループ代表川久保国緒さん
黒米料理の説明をする夢耕房農産加
工グループ代表川久保国緒さん
黒米料理の説明をする夢耕房農産加
工グループ代表川久保国緒さん
黒米料理の説明をする夢耕房農産加
工グループ代表川久保国緒さん
黒米料理の説明をする夢耕房農産加
工グループ代表川久保国緒さん
黒米料理の説明をする夢耕房農産加
工グループ代表川久保国緒さん
黒米料理の説明をする夢耕房農産加
工グループ代表川久保国緒さん
黒米料理の説明をする夢耕房農産加
工グループ代表川久保国緒さん
黒米料理の説明をする夢耕房農産加
工グループ代表川久保国緒さん

黒米：ビタミンＢ1、Ｂ2、鉄分、食物繊維などが豊富に含まれている

黒
米
の
田
植
え

夢
コ
メ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
塾

産
・
学
の
連
携
で
地
域
お
こ
し

２

た
生
徒
も
す
ぐ
に
慣
れ
、
作
業
は
１
時
間

ほ
ど
で
終
了
。
こ
の
後
、
近
く
の
ハ
ウ
ス

で
イ
チ
ゴ
狩
り
も
体
験
し
、
こ
の
日
の
農

業
体
験
を
満
喫
し
ま
し
た
。

作
業
終
了
後
は
『
夢
耕
房
農
産
加
工
グ

ル
ー
プ
』
が
開
発
し
た
黒
米
ご
は
ん
の
カ

レ
ー
や
黒
米
み
そ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
か
け

た
野
菜
サ
ラ
ダ
な
ど
の
昼
食
を
食
べ
な
が

ら
、
意
見
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

お
い
し
い
食
事
に
会
話
も
は
ず
む
中
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
や
料
理
に

つ
い
て
の
質
問
が
飛
び
交
う
場
面
で
は
、

参
加
者
全
員
が
真
剣
そ
の
も
の
。
こ
の
塾

に
か
け
る
お
互
い
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
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地
域
に
は
、
直
売
所
運
営
や
消
費
拡
大

活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

生
産
者
や
生
産
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
は
消
費
者
の
『
食
』
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
た
だ
食
べ
る
だ
け

で
な
く
、
そ
の
生
産
地
や
栽
培
方
法
な
ど

の
情
報
を
求
め
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

畑
の
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
こ
う
し
た

生
産
者
と
消
費
者
が
交
流
で
き
る
場
を
提

供
す
る
事
業
で
す
。
消
費
者
が
生
産
者
の

も
と
に
出
向
き
、
実
際
に
生
産
現
場
を
観

た
り
、
料
理
を
食
べ
た
り
す
る
こ
と
で
地

域
農
産
物
へ
の
理
解
や
愛
着
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、
今
年
の
４
月
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

６
月
８
日
、
第
３
回
畑
の
中
の
レ
ス
ト

ラ
ン
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
テ

ー
マ
は
『
伊
万

里
梅
に
つ
い
て

知
ろ
う
！
梅
料

理
を
味
わ
お

う
！
』
で
す
。

健
康
食
品
の
王

様
と
も
い
え
る

『
梅
』
と
も
あ
っ
て
市

内
外
か
ら
36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

伊
万
里
の
新
し
い
農
産
物
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
『
梅
』
は
、
平
成
５
年
度
か

ら
国
営
総
合
開
発
事
業
で
植
栽
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
現
在
の
栽
培
面
積
は
約
45
㌶
。

栽
培
農
家
１
０
４
戸
と
北
部
九
州
で
最
大

の
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
市

内
に
点
在
す
る
梅
園
か
ら
、
黒
川
町
の
う

ぐ
い
す
が
丘
梅
園
を
訪
れ
ま
し
た
。

約
９
㌶
の
う
ぐ
い
す
が
丘
梅
園
は
、
摘

み
取
り
の
最
盛
期
。
現
地
で
は
梅
部
会
長

の
春
田
義
春
さ
ん
や
生
産
者
が
『
伊
万
里

梅
』
の
栽
培
方
法
や
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
紹

介
。
参
加
者
は
『
梅
』
へ
の
関
心
が
高
く
、

栽
培
方
法
や
管
理
、
梅
の
効
用
に
つ
い
て

熱
心
に
質
問
し
ま
し
た
。
中
に
は
ノ
ー
ト

に
と
っ
て
自
宅
に
梅
を
植
栽
し
よ
う
と
い

う
人
も
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
近
く
の
椿
原
公
民
館
で
昼
食

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昼
食
の
メ
ニ
ュ
ー

は
、
Ｊ
Ａ
伊
万
里
梅
部
会
女
性
部
が
地
元

産
の
梅
を
使
っ
た
『
梅
花
寿
司
』
や
『
鶏

肉
の
梅
酒
煮
』、『
梅
の
香
お
吸
い
物
』
な

ど
の
梅
づ
く
し
料
理
。
昼
食
会
で
は
、
一

品
一
品
の
作
り
方
や
梅
の
効
用
に
つ
い
て

の
質
問
が
集
中
。
梅
料
理
の
レ
シ
ピ
が
載

っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
い
た
だ
き
大
満
足

の
昼
食
会
で
し
た
。

椿
原
公
民
館
を
後
に
し
て
、
Ｊ
Ａ
伊
万

里
農
産
物
直
売
所
『
四
季
の
館
』
へ
。
直

売
所
に
は
、
生
産
者
の
写
真
が
貼
っ
て
あ

り
、
農
産
物
の
生
産
者
が
一
目
で
わ
か
り

ま
す
。
早
速
、
梅
コ
ー
ナ
ー
に
向
か
っ
た

参
加
者
は
、
習
っ
た
レ
シ
ピ
に
必
要
な
食

材
を
購
入
し
て
い
ま
し
た
。

生
産
現
場
を
見
学
し
、
生
産
者
と
消
費

者
が
交
流
す
る
こ
と
で
、
農
業
や
生
産
者

へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
互
い
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
地

元
産
の
料
理
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
地

元
農
産
物
へ
の
愛
着
や
興
味
が
わ
い
て
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
生
産
者
と
消
費
者
の

『
顔
の
見
え
る
関
係
』
が
『
食
』
と
『
農
』

の
信
頼
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

畑
の
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
は

昼
食
は
梅
づ
く
し
料
理

伊
万
里
の
梅
が
テ
ー
マ

平成16年度の目標生産量は200ト
ン。今までは生産量のおよそ１割が地
元で消費されてきました。梅は健康食
品の王様です。地元の皆さんにもっと
食べていただくため、安全・安心・高
品質の梅づくりをめざします。

伊万里の梅がこんなに広く栽培さ
れているとは知りませんでした。健
康にとてもよい伊万里梅や料理がも
っと知られるようにがんばってくだ
さい。わたしたちも簡単な料理から
挑戦していきます。

農
産
物
直
売
所
で
お
買
い
物

Ｊ
Ａ
伊
万
里
梅
部
会

部
会
長春

田

義
春
さ
ん

山
浦

順
子
さ
ん（
右
）

田
中

育
美
さ
ん（
左
）

畑
の
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン

生
産
者
と
消
費
者
の
新
・
交
流
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介
護
保
険
で
は
、
皆
さ
ん
の
保
険
料
と
公
費
（
国
・

県
・
市
費
）
を
財
源
と
し
て
、
各
種
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に
誰
も
が
安
心
し
て
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
保
険
料
の
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
め
方
は
、
受
給
し
て
い
る
年
金
の
額
や

種
類
に
よ
っ
て
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
に
よ
る
納
付
）

と
普
通
徴
収
（
納
付
書
に
よ
る
納
付
）
の
２
種
類
に
分

か
れ
ま
す
。

▼
特
別
徴
収

昨
年
ま
で
７
月
上
旬
に
発
送
し
て
い
た
保
険
料
の
決

定
通
知
書
を
、
今
年
は
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
ま

で
の
間
に
発
送
し
ま
す

▼
普
通
徴
収

例
年
通
り
７
月
上
旬
に
発
送
し
ま
す

※
個
人
ご
と
に
保
険
料
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
夫
婦
で
も
保
険
料
額
、
納
付
方
法

が
違
う
場
合
が
あ
り
ま
す

こ
れ
ま
で
、
特
別
徴
収
の
人
の
４
月
、
６
月
、
８
月

徴
収
分
は
、
保
険
料
が
確
定
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

◆
決
定
通
知
の
時
期
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

図
１

◆
特
別
徴
収
額
を
平
準
化
し
ま
す
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前
年
度
２
月
分
と
同
じ
額
を
仮
徴
収
し
て
い
ま
し
た
。

保
険
料
の
改
定
に
よ
り
昨
年
10
月
か
ら
の
保
険
料
が

高
額
に
な
っ
て
お
り
、
従
来
ど
お
り
仮
徴
収
す
る
と
今

後
の
徴
収
額
が
大
き
く
変
動
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
年
度
の
前
半
の
徴
収
額
と
後
半
の

徴
収
額
が
ほ
ぼ
同
額
と
な
る
よ
う
に
、
６
月
と
８
月
の

仮
徴
収
額
を
引
き
下
げ
る
こ
と
で
平
成
17
年
度
以
降
の

保
険
料
を
平
準
化
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
平
準
化
に
よ
っ
て
、
今
後
天
引
き
さ
れ
る
介
護

保
険
料
が
毎
回
ほ
ぼ
同
額
と
な
り
ま
す
。

所
得
段
階
が
第
２
段
階
で
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
と
認
め
ら
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
が
第
１

段
階
の
額
に
減
免
さ
れ
ま
す
。

▽
本
人
お
よ
び
世
帯
の
年
収
の
合
計
が
80
万
円
（
世
帯

１
人
に
つ
き
40
万
円
を
加
え
る
）
以
下

▽
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
と
生
計
を
と
も
に
し

て
お
ら
ず
、
扶
養
さ
れ
て
い
な
い

▽
預
貯
金
お
よ
び
有
価
証
券
の
合
計
額
が
１
２
０
万
円

以
下

▽
資
産
（
不
動
産
な
ど
）
を
活
用
し
て
な
お
生
活
が
困

窮
し
て
い
る

▼
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て
は
申
請
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
７
月
中
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す

▼
減
免
に
つ
い
て
市
役
所
へ
ご
来
庁
の
際
は
、
印
鑑
、

年
金
な
ど
収
入
を
証
す
る
書
類
、
通
帳
、
医
療
保
険

証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る

と
、
滞
納
期
間
に
応
じ
て
自
己
負
担
の
引
き
上
げ
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
に
不
利
益
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◆
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

◆
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
…

図
２
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都
市
景
観
賞
と
は
、
建
築
物
や
庭
園
、

街
並
み
な
ど
市
の
景
観
に
寄
与
す
る
も

の
を
表
彰
し
、
景
観
に
対
す
る
市
民
の

意
識
の
高
揚
を
図
り
、
ふ
る
さ
と
伊
万

里
を
も
っ
と
美
し
い
街
に
、
も
っ
と
す

て
き
な
街
に
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
意

図
で
実
施
す
る
も
の
で
す
。

◆
応
募
対
象

▽
伊
万
里
市
内
に
あ
る
住
宅
・
店
舗
・

石
垣
・
門
・
塀
な
ど
の
建
築
物

▽
煙
突
・
広
告
塔
な
ど
の
工
作
物

▽
公
園
・
庭
園
・
生
垣
な
ど
や
橋
・
通

り
・
街
並
み
な
ど
自
然
と
人
工
的
な

第
２
回
伊
万
里
市

都
市
景
観
賞
作
品
募
集

11 IMARI
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も
の
が
一
体
と
な
っ
た
景
観

※
外
観
と
し
て
敷
地
外
か
ら
見
え
る
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す

※
自
然
の
風
景
や
文
化
財
保
護
法
に
よ

り
指
定
を
受
け
た
も
の
は
除
き
ま
す

◆
募
集
期
間

７
月
１
日
〜
８
月
31
日

◆
応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

応
募
用
紙
の
入
手
場
所
も
し
く
は
郵

送
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い

※
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん

◆
応
募
用
紙
設
置
場
所

都
市
開
発
課
、
各
町
公
民
館
、
市
民

図
書
館
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、
伊
万
里

市
駅
ビ
ル

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

◆
表
彰
内
容

▽
受
賞
作
品
の
所
有
者
の
人

賞
状
と
陶
板
製
の
プ
レ
ー
ト

▽
設
計
者
・
施
工
者

賞
状

▽
推
薦
者

抽
選
で
粗
品
を
進
呈

※
表
彰
は
２
点
以
内
と
し
ま
す

※
表
彰
式
は
11
月
下
旬
予
定

◆
第
１
回
表
彰
作
品

▽
秘
窯
の
里
大
川
内
山

▽
本
町
３
丁
目
白
壁
土
蔵
群

▽
渚
公
民
館

▽
伊
万
里
山
口
製
茶
園

※
第
１
回
表
彰
作
品
は
賞
の
対
象
外
と

な
り
ま
す

◆
応
募
・
問
合
先

0
８
４
８
‐
８
５
０
１

伊
万
里
市
立
花
町
１
３
５
５
番
地
１

都
市
開
発
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
３
４
２
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.city.im

ari.lg.jp
/

第
２
回
伊
万
里
市

都
市
景
観
賞
作
品
募
集

第１回伊万里市都市景観賞『ふるさと部門』
受賞『秘窯の里大川内山』
第１回伊万里市都市景観賞『ふるさと部門』
受賞『秘窯の里大川内山』
第１回伊万里市都市景観賞『ふるさと部門』
受賞『秘窯の里大川内山』
第１回伊万里市都市景観賞『ふるさと部門』
受賞『秘窯の里大川内山』
第１回伊万里市都市景観賞『ふるさと部門』
受賞『秘窯の里大川内山』
第１回伊万里市都市景観賞『ふるさと部門』
受賞『秘窯の里大川内山』
第１回伊万里市都市景観賞『ふるさと部門』
受賞『秘窯の里大川内山』
第１回伊万里市都市景観賞『ふるさと部門』
受賞『秘窯の里大川内山』
第１回伊万里市都市景観賞『ふるさと部門』
受賞『秘窯の里大川内山』
第１回伊万里市都市景観賞『ふるさと部門』
受賞『秘窯の里大川内山』
第１回伊万里市都市景観賞『ふるさと部門』
受賞『秘窯の里大川内山』
第１回伊万里市都市景観賞『ふるさと部門』
受賞『秘窯の里大川内山』
第１回伊万里市都市景観賞『ふるさと部門』
受賞『秘窯の里大川内山』
第１回伊万里市都市景観賞『ふるさと部門』
受賞『秘窯の里大川内山』
第１回伊万里市都市景観賞『ふるさと部門』
受賞『秘窯の里大川内山』
第１回伊万里市都市景観賞『ふるさと部門』
受賞『秘窯の里大川内山』
第１回伊万里市都市景観賞『ふるさと部門』
受賞『秘窯の里大川内山』
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色
絵
杜
若
文
三
足
付
皿
は
、

盛
期
の
典
型
的
な
木も

く

杯は
い

形が
た

の
鍋

島
の
尺
皿
と
比
べ
て
、
や
や
径

が
小
さ
く
器
形
が
浅
い
の
で
、

大
川
内
山
で
鍋
島
藩
窯
が
開
か

れ
た
と
さ
れ
る
延え

ん

宝ぽ
う

３
年
（
１

６
７
５
年
）
前
後
の
作
品
と
思

わ
れ
ま
す
。

見
込
み
（
皿
の
内
側
）
は
、

そ
の
当
時
に
流
行
し
た
延
宝
様

式
（
柿
右
衛
門
様
式
）
の
色
絵

磁
器
と
よ
く
似
た
画
面
構
成
で

す
。
左
辺
下
の
一
点
か
ら
右
上

方
に
向
か
っ
て
、
様
式
化
さ
れ

た
杜
若
を
弧
状
に
描
き
、
右
側

に
余
白
を
多
く
と
っ
て
い
ま
す
。

色
絵
や
染
付
も
延
宝
様
式
の

磁
器
と
同
じ
く
明
る
い
色
調

で
、
色
絵
の
部
分
に
は
、
染
付

で
下
絵
線
が
あ
り
ま
す
。

裏
文
様
は
中
心
を
七し

っ

宝ぽ
う

に
し

た
菊
文
と
唐か

ら

花は
な

文も
ん

を
唐
草
で
つ

な
い
で
三
方
に
配
し
て
い
ま

す
。
底
は
、
無む

釉ゆ
う

で
蛇
の
目
状

に
削
り
、
35
個
の
ご
く
小
さ

な
目め

痕あ
と

が
あ
り
ま
す
。

鍋
島
の
中
で
も
尺
皿
は
、
宴

席
の
中
心
的
な
食
器
で
、
一
品

も
の
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
こ
の
作
品
は
象
の
頭

形
を
し
た
三
つ
の
足
が
あ
り
ま

す
。
三
足
付
皿
は
木
杯
形
の
高こ

う

台だ
い

皿ざ
ら

に
比
べ
て
優
れ
た
作
品
が

多
い
の
で
す
。

完
成
期
の
色
鍋
島
の
中
で
も

名
品
と
い
っ
て
い
い
貴
重
な
作

品
で
す
。

色い

ろ

絵え

杜か

き

若
つ
ば
た

文も

ん

三み

つ

足あ

し

付つ

き

皿ざ

ら

〜
色
鍋
島
完
成
の
名
品
〜

将
軍
や
大
名
が
愛
し
た
器
た
ち
(10)

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、
家
庭
で

人
権
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで
考えよう
同和教育
Ｎｏ.152

地
球
白
書
に
よ
れ
ば
、
今
世
紀

の
大
き
な
課
題
の
一
つ
に
人
口
増

加
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
わ
が

国
で
は
、
逆
に
少
子
化
が
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と

は
先
進
国
が
抱
え
る
共
通
の
課
題

の
よ
う
で
す
。

少
子
化
で
、
祖
父
母
も
親
も
、

孫
や
子
を
こ
と
の
ほ
か
大
事
に
し

て
い
る
光
景
は
だ
れ
も
が
見
か
け

る
光
景
で
す
。
保
育
園
や
学
校
な

ど
の
行
事
に
出
か
け
る
と
、
一
人

の
子
ど
も
に
両
方
の
祖
父
母
、
そ

れ
に
両
親
、
親
戚
の
人
な
ど
本
当

に
た
く
さ
ん
の
人
が
声
援
を
送
っ

て
い
ま
す
。
大
人
た
ち
が
い
か
に

子
ど
も
を
大
事
に
し
、
期
待
し
て

い
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
の
期
待
の
大
き
さ
が
、
つ
い

つ
い
子
や
孫
の
言
い
な
り
に
な
っ

た
り
、
あ
ま
え
、
わ
が
ま
ま
を
助

長
し
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
が
ま
ん
さ
せ
な
け
れ
ば
…
」

「
な
ん
で
も
自
分
で
さ
せ
な
け
れ
ば
」

頭
で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
つ
い

つ
い
口
を
だ
し
、
手
を
だ
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

も
う
す
ぐ
夏
休
み
。
子
ど
も
た

ち
に
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
さ
せ
て

み
ま
せ
ん
か
。

ま
ず
家
庭
生
活
で
は
、
自
分
に
で

き
る
こ
と
は
自
分
で
す
る
習
慣
を
つ

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
次
に
、
子

ど
も
会
や
地
区
で
の
祭
り
や
行
事
に

で
き
る
だ
け
参
加
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

年
齢
の
上
下
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
み
ん

な
で
遊
ん
だ
り
手
伝
い
を
し
た
り
の

社
会
体
験
や
生
活
体
験
が
「
思
い
や

り
」
の
心
を
育
て
「
仲
間
の
和
」
を

広
げ
、
心
の
土
台
を
築
い
て
い
く
と

思
い
ま
す
。

室
内
型
の
遊
び
に
変
わ
っ
て
い

る
今
の
子
ど
も
た
ち
に
、
た
く
さ

ん
の
経
験
を
さ
せ
る
こ
と
で
、
大

き
な
成
長
の
糧
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
子
も
よ
そ
の
子
も
、
子

ど
も
は
み
ん
な
「
う
ち
の
た
か
ら
」

「
ま
ち
の
た
か
ら
」「
国
の
た
か
ら
」

な
の
で
す
。（
市
社
会
教
育
指
導
員
）

子
ど
も
は

た
か
ら
“

”

６
月
11
日
、
伊
万
里
小
学
校
６

年
３
組
の
児
童
37
人
が
『
寄
贈
品

展
』
が
行
わ
れ
て
い
る
歴
史
民
俗

資
料
館
を
訪
れ
、
昨
年
市
民
か
ら

市
に
寄
贈
さ
れ
た
秤は

か
り

や
測
量
機
な

ど
、
歴
史
的
資
料
の
数
々
を
見
学

し
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
は
、
寄
贈
さ
れ
た

活
版
印
刷
機
に
よ
る
実
演
も
行
わ

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
初
め
て
見
る

印
刷
機
に
興
味
津
々
。
機
械
の
間

近
ま
で
詰
め
寄
り
、
友
達
の
名
前

が
入
っ
た
名
刺
が
刷
り
上
が
る
の

を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

歴
史
民
俗
資
料
館

寄
贈
品
展

『
古
く
て
新
し
い
』
に

触
れ
た
子
ど
も
た
ち

寄贈者の高比良昭子さんによる実演を食
い入るように見つめる子どもたち
寄贈者の高比良昭子さんによる実演を食
い入るように見つめる子どもたち
寄贈者の高比良昭子さんによる実演を食
い入るように見つめる子どもたち
寄贈者の高比良昭子さんによる実演を食
い入るように見つめる子どもたち
寄贈者の高比良昭子さんによる実演を食
い入るように見つめる子どもたち
寄贈者の高比良昭子さんによる実演を食
い入るように見つめる子どもたち
寄贈者の高比良昭子さんによる実演を食
い入るように見つめる子どもたち
寄贈者の高比良昭子さんによる実演を食
い入るように見つめる子どもたち
寄贈者の高比良昭子さんによる実演を食
い入るように見つめる子どもたち
寄贈者の高比良昭子さんによる実演を食
い入るように見つめる子どもたち
寄贈者の高比良昭子さんによる実演を食
い入るように見つめる子どもたち
寄贈者の高比良昭子さんによる実演を食
い入るように見つめる子どもたち
寄贈者の高比良昭子さんによる実演を食
い入るように見つめる子どもたち
寄贈者の高比良昭子さんによる実演を食
い入るように見つめる子どもたち
寄贈者の高比良昭子さんによる実演を食
い入るように見つめる子どもたち
寄贈者の高比良昭子さんによる実演を食
い入るように見つめる子どもたち
寄贈者の高比良昭子さんによる実演を食
い入るように見つめる子どもたち



市民の力作が勢ぞろい
第25回伊万里市美術展が市民センターで開かれまし

た。今年は前期に書と写真、後期に絵画と工芸などが
展示され、会場には市民芸術家の自信作が勢ぞろいし
ました。訪れた人たちは気に入った作品の前で立ち止
まり熱心に鑑賞していました。

山代町久原にある佐賀大学海洋エネルギー研究セン
ターでオープンラボ（施設見学会）が開かれました。
同センターは昨年６月に開所。世界最大規模の海洋エ
ネルギー実験施設として世界中の注目を集めており、
この１年で5000人を超える人たちが見学に訪れていま
す。この日も、市内のみならず県内外からおよそ150
人が参加。担当者の説明に耳を傾けながら、中にはメ
モをとったり、熱心に質問をする人たちもいました。

子どもたちを事件事故から守れ

伊万里を背負って立つ若者へ

世界が注目する最先端技術を公開！

松浦小学校で不審者侵入の対応と避難訓練がありま
した。訓練は伊万里署員がふんした不審者が刃物を持
って校舎に侵入。教諭らがモップを持って応戦してい
るうちに児童を避難させ、警察へ通報しました。冷静
な判断が犯罪防止につながると実感させる訓練でした。

伊万里農林高校で塚部市長を講師に特別講義が開か
れました。テーマは『農により人と自然が共生するま
ち・伊万里』。参加した森林工学科の１～３年生116人
は、講義終了後、身をもって体験しているテーマにつ
いて活発な意見や質問を行っていました。

５.26

５.27

６.12

６.２
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伊万里梨発祥100年で決意新たに

みんなの手でふるさとを美しくしよう

ステージにみんなの笑顔が咲きました

『県下一斉ふるさと美化活動』の一環として、新田
川・有田川の河川敷や市内の公園などの清掃が行われ
ました。当日は19団体、およそ500人が参加し、草刈
りやゴミ拾い、コスモスの植栽に汗を流しました。参
加者の皆さん、暑い中たいへんおつかれさまでした。

『第４回ほほえみ広げてふれあいステージ』が市民セ
ンターでありました。今年は、特別養護老人施設や介
護支援施設などから10団体が参加。この日のために練
習を重ねてきた歌や踊りを、参加者たちはおそろいの
衣装や振り付けで元気いっぱい披露していました。

大川町立川にある果
か

心
しん

公園で伊万里梨発祥100年祈
念祭式典が行われました。果心公園は明治後期に林野
を開畑し、梨などを植栽した場所です。当日は、生産
者や関係者など約100人が出席。梨の再興に向け決意
を新たにしていました。

アイマスクをつけて街を歩く『白い杖で街を歩こう
会』がありました。これは視覚障害者の会が歩きやす
い街づくりをめざして企画したものです。参加者は、
市民センターから伊万里駅までの道のりを目の不自由
な人の立場になって歩きました。

目の不自由な人の立場になって

６.３

６.６

６.12

６.13
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中
国
大
連
市
か
ら
の
公
務
研
修
生

趙ち
ょ
う

敏び
ん

さ
ん
の
修
了
式
が
市
役
所
で
あ
り
ま
し

た
。
趙
さ
ん
は
、
昨
年
の
６
月
か
ら
１
年
間
、

市
男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課
に
籍
を
置
き
、

行
政
管
理
の
し
く
み
な
ど
を
中
心
に
研
修
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
り
、
中
国
語
講
座
の
講
師
と
し
て

も
活
躍
す
る
な
ど
市
民
と
の
交
流
も
深
め
て

き
ま
し
た
。

塚
部
市
長
か
ら
修
了
証
書
を
受
け
取
っ
た

趙
さ
ん
は
「
１
年
間
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
わ
た
し
に
と
っ
て
伊
万
里
は
２

番
目
の
ふ
る
さ
と
で
す
。
住
め
ば
住
む
ほ
ど

好
き
に
な
る
街
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

大
連
公
務
研
修
生
修
了
式

伊
万
里
は
２
番
目
の

ふ
る
さ
と
で
す

６.４

「日本語の土台ができた。帰国してもっ
と勉強します」と笑顔で話す趙さん



田
中
　
文
子

野
良
と
い
ふ
吾
が
教
場
や
夏
薊

雨
止
み
て
蝉
の
忙
し
く
鳴
き
出
づ
る
遅
れ
し
つ
ゆ

明
け
急
か
す
が
ご
と
く

脇
田
町

久
保
田
　
秋
耕

搦
町

伊
万
里
中
学
校
の
２
年
生
が
、

６
月
９
日
か
ら
12
日
ま
で
の
日
程

で
職
場
体
験
学
習
を
行
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
総
合
的
な
学
習
の
一

環
と
し
て
同
校
で
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
自
分
た
ち
が
希
望

す
る
職
場
で
は
ど
う
い
う
仕
事
を

し
て
い
る
の
か
実
際
に
体
験
し
て

み
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

今
年
は
、
１
５
０
人
の
生
徒
が

病
院
や
飲
食
店
、
保
育
園
な
ど
市

内
40
の
事
業
所
で
体
験
学
習
を
実

施
。
そ
の
う
ち
、
大
川
内
山
の
窯

元
で
は
４
人
の
生
徒
が
焼
き
物
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

鋳
型
に
流
し
込
ん
で
花
瓶
を
作

る
作
業
や
絵
付
け
作
業
、
窯
出
し

の
手
伝
い
を
し
た
生
徒
た
ち
は

「
一
つ
一
つ
て
い
ね
い
な
作
業
で

集
中
力
が
い
る
。
と
て
も
大
変
で

す
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

伊
万
里
中
学
校
職
場
体
験
学
習

働
く
こ
と
の
大
変
さ
実
感

市
制
50
周
年
記

念
事
業
『
ひ
と
に

や
さ
し
い
環
境
・

福
祉
と
健
康
フ
ェ

ア
』
が
５
月
23
日
、

市
民
セ
ン
タ
ー
で

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
毎
年

行
わ
れ
て
い
る

『
ふ
れ
あ
い
健
康
福

祉
ま
つ
り
』
と

『
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ

ア
』
を
合
同
で
開

催
し
、
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
で
環
境
や

福
祉
、
健
康
に
つ

い
て
理
解
を
深
め

ひ
と
に
や
さ
し
い
環
境
・
福
祉
と
健
康
フ
ェ
ア

未
来
に
残
そ
う
健
や
か
伊
万
里

よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

当
日
、
環
境
コ
ー
ナ
ー
で
は
環

境
パ
ネ
ル
展
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
は
25
店
が
出
店
。
ま
た
健

康
福
祉
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ふ
れ
あ

い
バ
ザ
ー
や
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
コ

ン
テ
ス
ト
、
高
齢
者
疑
似
体
験
、

食
を
考
え
る
ア
イ
デ
ア
料
理
の
試

食
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
午
後
か
ら
は
、
文
化
ホ
ー
ル
で

桂
福
車
さ
ん
と
笑
福
亭
松
枝
さ
ん

に
よ
る
健
康
と
環
境
に
つ
い
て
の

落
語
講
演
会
が
開
か
れ
、
訪
れ
た

人
た
ち
は
ど
こ
に
い
っ
て
も
楽
し

め
る
内
容
に
大
満
足
の
よ
う
す
で

し
た
。
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わ
た
し
と
お
姉
ち
ゃ
ん
は
と
っ

て
も
仲
良
し
。
バ
レ
エ
を
習
っ
て

る
お
姉
ち
ゃ
ん
が
練
習
す
る
時
は
、

わ
た
し
も
ま
ね
し
て
い
っ
し
ょ
に

歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
て
る
の
よ
。

い
つ
も
元
気
な
わ
た
し
だ
け
ど
、

虫
だ
け
は
苦
手
。
ア
リ
が
い
る
と

逃
げ
回
り
、
蚊
が
く
る
と
「
コ
ワ

イ
」
を
連
発
し
ち
ゃ
う
ん
だ
。

松
まつ

尾
お

亜
あ

希
き

子
こ

さん(19歳) 城
じょう

島
じま

実
み

彩
さ

乃
の

ちゃん

由
紀
乃
お
姉
ち
ゃ
ん
と
ず
ー
っ

と
仲
良
く
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
夢

い
っ
ぱ
い
の
や
さ
し
い
女
の
子
に

な
あ
れ
！

★
お
仕
事
は

伊
万
里
大
国
段
ボ
ー
ル
㈱
に
勤

め
て
２
年
目
で
す
。
野
菜
や
焼

き
物
を
入
れ
る
箱
作
り
を
担
当

し
て
ま
す
。

★
休
み
の
過
ご
し
方
は

買
い
物
で
す
。
で
も
け
っ
こ
う

慎
重
派
な
の
で
衝
動
買
い
は
め

っ
た
に
し
ま
せ
ん
。
ウ
イ
ン
ド

ウ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
ほ
う
が
多

い
で
す
ね
。
そ
れ
と
、
最
近
は

愛
車
の
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
に
凝
っ

て
ま
す
。

★
将
来
の
夢
は

で
き
る
な
ら
早
く
結
婚
し
た
い

で
す
。
自
分
が
３
人
兄
妹
な
の

で
、
子
ど
も
は
３
人
ぐ
ら
い
ほ

し
い
で
す
ね
。

★正敬・ひとみさんの次女

★西円蔵寺

★瀬戸町漁港

★うお座・Ａ型

( )１歳
７か月

市
内
の
保
育
園
や
幼
稚
園
な
ど

で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
活
動
を
し

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
『
お

は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
』
が
、
文
部

科
学
省
の
『
子
ど
も
読
書
活
動
優

秀
実
践
団
体
』
に
決
ま
り
、
こ
の

た
び
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

『
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
』
は

平
成
４
年
11
月
に
発
足
。
当
時
、

小
学
校
で
『
母
と
子
の
読
書
会
』

の
活
動
を
し
て
い
た
メ
ン
バ

ー
２
、
３
人
が
、
小
学
校
就

学
前
の
子
ど
も
た
ち
に
も
本

に
親
し
む
環
境
を
作
っ
て
あ

げ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

自
動
車
図
書
館
『
ぶ
っ
く
ん
』

と
と
も
に
生
の
お
話
を
保
育

園
に
届
け
た
の
が
活
動
の
始

ま
り
で
し
た
。

現
在
、
会
員
数
は
29
人
。

『
ぶ
っ
く
ん
』
の
巡
回
に
合
わ

せ
て
保
育
園
な
ど
市
内
35
か

所
を
訪
問
し
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、
紙
芝
居
、
エ
プ
ロ

ン
シ
ア
タ
ー
な
ど
の
活
動
を

通
し
て
、
子
ど
も
と
本
を
つ

な
ぐ
役
割
を
続
け
て
い
ま
す
。
図

書
館
の
休
館
日
以
外
は
毎
日
活
動

し
、
そ
の
回
数
は
年
間
５
０
０
回

以
上
。
今
回
の
大
臣
表
彰
は
、
こ

の
よ
う
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

今
回
の
表
彰
を
受
け
、
お
は
な

し
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
石
橋
婦
紗
子
代

表
は
「
わ
た
し
た
ち
が
こ
の
よ
う

な
活
動
が
で
き
る
の
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
理
解
が
あ
る
図
書

館
と
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
て
い
る
こ
と
や
、
訪
問

先
の
園
の
先
生
た
ち
の
理
解
と
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
の
た
ま
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
活
動
が
で

き
る
の
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

おはなしキャラバンが
文部科学大臣表彰

平成16年度子どもの読書活動優秀実践団体
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11日（日）
●山代町民ミニバレーボール大会
８時半開会 山代東小学校

●立花子ども会球技大会
８時開会 立花小学校
●大坪地区子ども会球技大会
８時開会 大坪小学校

19日（月）
●牧島地区子ども会球技大会
13時開会 牧島小学校

25日（日）
●山代町子ども会連合会

キックベースボール大会
８時半開会 山代中学校

●二里町民ソフトボール・
ミニバレーボール大会

８時半開会 二里小学校
●波多津町子ども会夏季球技大会
８時開会 波多津運動広場ほか

●東山代町子ども会スポーツ大会
９時開会 東山代小学校

29日（木）
●山代町子ども会連合会

ミニバレーボール大会
19時開会 山代中学校

８月１日（日）
●南波多町子ども会連合会キックベー
スボール・ミニバレーボール大会
８時半開会 南波多小学校

●大坪地区親子いかだづくり大会
９時開会 伊万里川河畔

４日（日）
●市民レクリエーション（盆踊り）
講習会
９時半開会 国見台武道館

７日（水）～
●市長旗争奪ママさんバレーボー
ル大会
19時開会 国見台体育館

18日（日）
●市民インディアカ大会
９時開会 国見台体育館

７月の市民スポーツ

７月の町民スポーツ

第
７
回
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

一
打
一
打
に一

喜
一
憂

第
７
回
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
が
６
月
６
日
、
国
見
台
の

陸
上
競
技
場
と
球
技
場
を
会
場
に

開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
内
か
ら
92
チ
ー
ム
、

６
１
４
人
が
参
加
。
晴
天
に
恵
ま

れ
た
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

中
、
３
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
団
体

戦
と
個
人
戦
の
競
技
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
出
場
し
た
選
手
た
ち
は
、

一
打
一
打
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら

気
の
合
っ
た
仲
間
同
士
で
プ
レ
ー

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

な
お
、
上
位
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

第23回近郊中学生バレーボール大会

啓成中が
アベック
優勝！

第
23
回
近
郊
中
学

生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
、
６
月
６
日
、

国
見
台
体
育
館
と
啓

成
中
学
校
体
育
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、
男

子
５
チ
ー
ム
、
女
子

12
チ
ー
ム
が
参
加
。

熱
戦
の
結
果
、
男
女

と
も
啓
成
中
学
校
が

み
ご
と
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

な
お
、
上
位
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男

子
】

▽
優

勝

啓
成
中
学
校

▽
準
優
勝

南
波
多
中
学
校

【
女

子
】

▽
優

勝

啓
成
中
学
校

▽
準
優
勝

御
厨
中
学
校

▽
３

位

山
代
中
学
校

青
嶺
中
学
校 （

松
浦
市
）
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市少年相撲大会

はっけよい
のこったZ

市
少
年
相
撲
大
会
が
５
月
23

日
、
29
日
の
２
日
間
、
国
見
台
相

撲
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
相
撲
の
普
及
と

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
を
め

ざ
し
て
市
相
撲
連
盟
が
毎
年
開
い

て
い
る
も
の
で
、
中
学
生
大
会
が

22
回
、
小
学
生
大
会
が
27
回
を
数

え
ま
す
。

23
日
に
行
わ
れ
た
小
学
生
大
会

で
は
、
ち
び
っ
子
力
士
た
ち
が
大

相
撲
さ
な
が
ら
の
熱
戦
を
展
開
。

ま
た
、
応
援
に
駆
け
つ
け
た
保
護

者
の
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
く
声
援

と
拍
手
が
、
大
会
を
大
い
に
盛
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
上
位
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

市
長
旗
争
奪
第
26
回
中
学
生
野
球
大
会

青
嶺
中
が
２
連
覇
！

市
長
旗
争
奪
第
26
回
中
学
生
野

球
大
会
が
、
６
月
５
日
、
６
日
の

２
日
間
、
７
チ
ー
ム
が
出
場
し
て

国
見
台
野
球
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

６
日
の
決
勝
に
は
青
嶺
中
と
伊

万
里
中
が
進
出
。
熱
戦
の
結
果
、

３
対
１
で
青
嶺
中
が
勝
利
し
、
み

ご
と
２
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

優

勝

青
嶺
中
学
校

準
優
勝

伊
万
里
中
学
校

３

位

東
陵
中
学
校

山
代
中
学
校

第28回全日本少年サッカー
佐賀県大会

◆期 日 ６月13日（日）鳥栖スタジアム

◆準決勝 ＦＣ伊万里 ２－１ 大坪少年

◆決 勝 ＦＣ伊万里 ３－１ 城西ＦＣ

◆参加チーム 74チーム

ＦＣ伊万里 優勝ファイ
ターズ

全国大会(8/2～)へ出場決定！
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あ
な
た
の
ま
ち
の
体
育
指
導
委
員
で
す

※氏名の後の数字は、指導委員の経験年数（敬称略）

◆
問
合
先

体
育
保
健
課
（
1
@3
２
１
１
１
内
線
４
６
４
）

池田レイ子⑥岩橋 和子④川本 剛◯新松尾 洋之⑧

伊万里伊万里伊万里牧 島

木須 泰文④石井留理子②川口 幸介②齋藤 勝巳①

牧 島牧 島大 坪大 坪

大 坪

松尾はるみ①

瀬戸口喜厚⑥川崎 厚子②松尾 守◯新内山 充④

立 花立 花立 花大川内

大川内大川内

原 浩文④樋口 順子◯新小旗寛十郎⑥田中省吾②

黒 川黒 川
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水尾 義孝②小杉いつ子②市丸 浩◯新小原 礼子⑥

波多津波多津波多津南波多

前田 晴男◯新吉原 政隆⑥落合 弘子②嘉村 秀樹◯新

南波多大 川大 川大 川

中野 明②浦田小百合②前田 清浩⑬大宅 弘幸④

松 浦松 浦二 里二 里

東山代山 代

江島 厚子◯新中嶋八重廣⑯松本 壽雄⑫川口 正幸⑧

山 代山 代

坂本久美子②

黒 川

谷 成敏◯新

南波多

小松 正文⑩

松 浦

桑原 眞弓◯新

二 里

東山代

杉谷 文治⑥

出雲登志男⑭

東山代
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●

持
参
す
る
も
の

身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
、
預
金

通
帳
（
郵
便
局
を
除
く
）、
印
鑑

●

受
付
・
問
合
先

福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
６
２
）

支
給
を
受
け
る
に
は
、
一
定
の

要
件
と
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

◇
特
別
障
害
者
手
当

20
歳
以
上
の
人
で
、
重
度
の
障

害
の
た
め
に
、
日
常
生
活
に
お

い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
在
宅
の
人

●

金
額
（
月
額
）

２
万
６
５
２
０
円

◇
障
害
児
福
祉
手
当

20
歳
未
満
の
人
で
、
重
度
の
障

害
の
た
め
に
、
日
常
生
活
に
お

●

受
付
・
問
合
先

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
５
８
）

●

対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
る

在
宅
の
重
度
心
身
障
害
児
・
者

（
満
３
歳
以
上
〜
65
歳
未
満
）

の
う
ち
、
生
計
中
心
者
が
所
得

税
非
課
税
の
世
帯
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
常
時
失
禁

状
態
に
あ
る
人

▽
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
の
交
付
を
受
け
た
人

▽
療
育
手
帳
（
Ａ
）
の
交
付
を
受

け
た
人

●

助
成
内
容

月
１
２
０
枚
分
の
購
入
費
、
ま

た
は
月
額
６
０
０
０
円
の
い
ず

れ
か
少
な
い
方
を
助
成
し
ま
す

●

受
付
期
間

７
月
20
日
〜
30
日

※
新
規
申
請
は
随
時
受
付

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
、
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成

（
父
子
家
庭
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

寡
婦
も
含
む
）
を
受
け
て
い
る
人

は
、
毎
年
受
給
資
格
の
更
新
手
続

き
が
必
要
で
す
。

●

受
付
期
間

７
月
20
日
〜
30
日

《
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
》

●

持
参
す
る
も
の

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
身
体
障

害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）
、
療

育
手
帳
（
Ａ
）、
受
給
資
格
証
、

預
金
通
帳
（
受
給
者
本
人
名
義

の
も
の
で
郵
便
局
を
除
く
）

●

受
付
・
問
合
先

福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
６
２
）

《
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
》

●

持
参
す
る
も
の

更
新
申
請
書
、
印
鑑
、
健
康
保

険
証
、
受
給
資
格
証
、
預
金
通

帳
（
受
給
者
本
人
名
義
の
も
の

で
郵
便
局
を
除
く
）

※
平
成
16
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
し
て
き
た
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ

平
成
16
年
１
月
１
日
現
在
の
住

所
地
で
発
行
さ
れ
た
平
成
16
年

度
の
所
得
証
明
書
が
必
要
で
す

くらしのお
知
ら
せ

い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
人
（
施
設
入
所
児
は
除

く
）

●

金
額
（
月
額
）

１
万
４
４
３
０
円

●

問
合
先

福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
６
２
）

●

対
象
者

直
腸
、
ぼ
う
こ
う
な
ど
で
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

●

助
成
額

月
額
１
０
０
０
円

（
年
限
度
額
１
万
２
０
０
０
円
）

●

申
請
期
限

７
月
31
日

●

持
参
す
る
も
の

身
体
障
害
者
手
帳
、
印
鑑

●

問
合
先

福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
６
１
）

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

医
療
費
の
助
成
に
は

更
新
が
必
要
で
す

重
度
心
身
障
害
者
へ
の

紙
お
む
つ
購
入
費
助
成

特
別
障
害
者
手
当
と

障
害
児
福
祉
手
当

ス
ト
マ
用
装
具
の

購
入
に
助
成
し
ま
す
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▽
上
・
下
水
道
使
用
者
は
、
申
請

に
よ
り
登
録
し
て
い
ま
す

▽
死
亡
・
転
出
な
ど
に
よ
り
使
用

者
が
変
更
に
な
る
場
合
に
は
、

ご
家
族
に
よ
る
届
け
出
が
必
要

で
す

▽
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
人

で
名
義
人
な
ど
を
変
更
す
る
場

合
は
、
市
内
の
金
融
機
関
、
水

道
部
ま
た
は
下
水
道
課
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い

●

問
合
先

▽
水
道
部
（
1
@3
５
４
０
０
）

▽
下
水
道
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
３
２
５
）

●

応
募
資
格

市
内
に
居
住
す
る
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
人
で
、
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人

●

仕
事
内
容

▽
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

くらしの

▽
公
民
館
、
学
校
、
駐
車
場
管
理

▽
植
木
の
手
入
れ
、
消
毒

▽
公
園
の
清
掃
、
草
刈
り

▽
農
作
業
の
手
伝
い

な
ど

●

入
会
説
明
会

▽
日

時

原
則
、
毎
月
第
３
水
曜
日

午
前
９
時
〜
11
時
半

▽
会

場

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
２
階

●

申
込
・
問
合
先

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
1
@3
３
４
７
１
）

●

期

日

８
月
20
日
（
金
）
〜
23
日
（
月
）

ぼ
し
ゅ
う

（
３
泊
４
日
）

●

体
験
内
容

▽
わ
ん
ぱ
く
ラ
リ
ー

▽
き
も
だ
め
し

▽
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど

●

キ
ャ
ン
プ
地

自
然
の
森
キ
ャ
ン
プ
場

（
大
川
町
東
田
代
）

●

定
員
と
参
加
費

▽
小
学
５
年
生
〜
中
学
生

54
人

３
０
０
０
円

▽
高
校
生
（
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）

10
人

無

料

●

申
込
期
限

７
月
20
日
（
火
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

ま
す

●

申
込
先

各
町
公
民
館

●

問
合
先

市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
内
）

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
４
６
２
）

●

試
験
の
種
類

▽
甲
種
消
防
設
備
士

▽
乙
種
消
防
設
備
士

●

試
験
日
時

８
月
22
日
（
日
）

午
前
９
時
半
〜

●

会

場

龍
谷
高
等
学
校
（
佐
賀
市
）

●

受
付
期
間

７
月
５
日
（
月
）
〜
16
日
（
金
）

※
受
験
願
書
は
、
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
県
支
部
お
よ
び
県
内

の
各
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す

●

申
込
・
問
合
先

消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
県
支
部

（
1
０
９
５
２
@2
５
６
０
２
）

上

・

下

水

道

の

使
用
者
変
更
に
つ
い
て

消
防
設
備
士
試
験

（税込）

入
会
し
ま
せ
ん
か

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

し
け
ん

自
然
の
森
キ
ャ
ン
プ
場

野

生

へ

の

挑

戦



Ｆ
Ｃ
伊
万
里
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
皆
さ
ん
！
全

国
少
年
サ
ッ
カ
ー
全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
惜
し
く
も
３
位
に
な
っ

た
大
坪
少
年
の
皆
さ
ん
九
州
大
会
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
伊
万
里
市
の
２
チ
ー
ム
が
準

決
勝
で
対
戦
し
た
の
は
ち
ょ
っ
と
残
念
で
し
た
。

当
日
の
試
合
を
全
部
観
ま
し
た
が
、
優
勝
し
た

Ｆ
Ｃ
伊
万
里
を
一
番
苦
し
め
た
の
は
、
や
は
り

大
坪
少
年
だ
と
思
い
ま
す
。
私
的
に
は
大
坪
少

年
が
準
優
勝
で
す
（
間
違
い
な
い
）。
し
か
し
、

久
し
ぶ
り
に
緊
張
し
ま
し
た
ね
。
観
て
い
る
方

が
緊
張
し
て
選
手
は
の
び
の
び
プ
レ
ー
を
し
て

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
後
に
鳥
栖

ス
タ
ジ
ア
ム
で
見
せ
て
く
れ
た
勇
姿
を
今
度
は

全
国
で
九
州
で
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。（
Ｓ
）

人のうごき
平成16年６月１日現在
●人口 59,449人 （－ 19）

男 28,375人 （＋ 5）
女 31,074人 （－ 24）

●世帯 20,711世帯（＋ 3）
（ ）は前月比

編

集

室

か

ら

広報 2004-7
■発行日／平成16年７月１日
■発行編集／伊万里市秘書課広報係

(0955)23-2111
〒848-8501佐賀県伊万里市立花台1-1-1

■伊万里市のホームページ
http://www.city.imari.saga.jp/

■印 刷／株式会社 三光

発
祥
百
年
を
迎
え
る

伊
万
里
梨
の
始
ま
り
は
明
治

39
年
、
現
在
の
大
川
町
立
川
の

地
で
青
年
会
長
藤
田
竹
治
外
10

人
の
若
人
が
、
地
区
農
家
の
生

活
苦
境
打
開
の
た
め
、
梨
を
導

入
し
植
栽
し
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。
原
野
を
開
墾
さ
れ
梨
が

植
栽
さ
れ
た
地
で
先
人
た
ち
の

遺
業
遺
徳
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
発
祥
百
年
の
今
年
度
か
ら

伊
万
里
第
２
撰
果
場
『
大
川
』

に
も
第
１
『
南
波
多
』
に
続
い

て
セ
ン
サ
ー
撰
果
機
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
重
な
り
は
先

人
か
ら
の
『
頑
張
り
』
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
も
受
け
取
り
、
伊
万

里
梨
の
さ
ら
な
る
躍
進
を
祈
念

し
て
６
月
３
日
、
伊
万
里
管
内

の
梨
部
会
長
を
始
め
、
生
産
者

多
数
と
行
政
、
農
協
、
販
売
市

場
の
御
来
賓
の
御
臨
席
の
中
、

意
義
有
る
祈
念
祭
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
百
年
を
振
り

返
り
大
川
地
区
の
例
で
申
し
上

大川町 田
た

代
しろ

久
ひさ

弥
や

さん

伊万里市は今年４月、市制施行50周年を迎えました。皆さんとともに歩んだ半世紀に
はそれぞれの思い出があります。そしてまた、新たな半世紀に向かって歩んでいきます。
このコーナーでは、皆さんの懐かしい思い出や未来へのエールをご紹介します。

『伊万里の梨』

げ
ま
す
と
当
初
は
立
川
梨
、
昭

和
20
年
代
に
な
り
大
川
梨
、
そ

し
て
伊
万
里
梨
の
銘
柄
で
の
販

売
は
平
成
４
年
度
か
ら
で
す
。

南
波
多
、
松
浦
地
区
な
ど
も
同

じ
流
れ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

統
一
銘
柄
に
な
っ
て
か
ら
ま
だ

10
年
余
り
、
農
協
合
併
で
一
農

協
一
銘
柄
は
今
年
で
２
年
目
で

す
。
百
歳
に
な
っ
た
伊
万
里
梨

も
ま
だ
若
い
。
私
た
ち
生
産
者

は
『
売
り
上
手
は
作
り
上
手
か

ら
。
作
り
上
手
が

売
り
上
手
』
の
生

産
魂
を
燃
や
し
、

立
派
に
作
り
上
げ

た
梨
を
セ
ン
サ
ー

撰
果
機
で
、
美
味

し
く
日
持
ち
す
る

安
心
・
安
全
の
伊

万
里
梨
に
仕
上

げ
、
全
国
の
消
費
地
に
届
け
る

梨
生
産
地
を
め
ざ
し
ま
す
。
伊

万
里
市
が
誇
れ
る
西
日
本
随
一

の
伊
万
里
梨
に
市
民
の
皆
様
も

応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
25
年
２
月
27
日
、
私
た

ち
大
川
中
学
校
３
年
生
の
長
崎

へ
の
修
学
旅
行
の
最
初
の
日
程

は
永
井
隆
博
士
へ
の
お
見
舞
い

で
し
た
。
長
崎
の
原
爆
投
下
で

被
爆
さ
れ
た
病
身
の
博
士
は
子

ど
も
２
人
と
質
素
な
家
『
如に

ょ

己こ

堂ど
う

』
で
暮
ら
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
３
年
生
１
５
０
人
が
お
見

舞
い
申
し
上
げ
、
郷
土
の
梨

『
晩
三
吉
』
を
贈
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
卒
業
式
直
前
に
お
礼

状
が
届
き
、
自
筆
の
挿
絵
入
り

の
短
歌
『
大
川
の
野
山
は
み
ね

ど
梨
の
実
の
甘
き
に
想
う
ゆ
た

か
な
る
里
』
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
医
師
で
あ

り
、
自
分
の
余

命
を
悟
り
な
が

ら
世
界
の
恒
久

平
和
と
『
長
崎

の
鐘
』
『
こ
の
子

を
残
し
て
』
な

ど
執
筆
活
動
を

し
な
が
ら
闘
病

生
活
の
博
士
、
身
は
風
前
の
灯

の
よ
う
な
な
か
で
精
神
は
聡
明

誠
実
頑
強
な
博
士
か
ら
い
た
だ

い
た
歌
は
梨
の
里
へ
の
大
き
な

大
き
な
応
援
歌
で
あ
り
ま
す
。

大
川
梨
か
ら
伊
万
里
梨
に
な
っ

た
今
日
、
伊
万
里
梨
へ
の
応
援

歌
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。
私

も
毎
年
、
梨
を
送
り
続
け
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
贈
り
ま
す

伊
万
里
梨
を
博
士
へ
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永
井
隆
博
士
と
伊
万
里
梨


